
問４８ 第四の戒めは何ですか。 
 
答え 「安息日を覚えて、これを聖なるものとせよ」ということです。

（出エジプト記２０章８節） 
 
聖書 六日間働いて、あなたのすべての仕事をせよ。七日目は、あなたの

神、主の安息である。あなたはいかなる仕事もしてはならない。
（申命記５章１３～１４節） 

 
＜解説＞ 
 安息日という言葉の持つ印象から、どうしても私たちは安息日というと、
ゆっくり休んで疲れを癒す日だと思ってしまいます。ですから、日曜日に奉
仕で忙しくしますと、これでは安息日ではないとの不満が出てきたりしま
す。しかし、この安息日既定の背後には、天地創造の出来事が深く関わって
います。「こうして天と地とその万象が完成した。神は第七日に、なさって
いたわざを完成し、第七日に、なさっていたすべてのわざをやめられた。神
は第七日を祝福し、この日を聖なるものとされた。その日に神が、なさって
いたすべての創造のわざをやめられたからである。」（創世記 2 章 1～3 節）
とありますように、第七日目は、みこころに従ってすべてが完成したことの
最終確認がなされました。ですから、主の民は、月曜日から土曜日まで自分
のなすべき務めを十分に果たし、聖日には私たちの普段の営みに完成を告げ
て、すべての日常の営みから離れ、安息日を聖なる日として、主にささげ
て、私たちはその日を主のために過ごすのです。それとともに主は、その日
を祝福しようとしておられます。ですから、私たちは主の祝福にあずかるた
めに、第七日に主の御前に進み出て、大人も子どももすべての者が主の祝福
にあずかるのです。 

天地万物のすべてが、主の御手によって創造され、完成されたことを思う
時に、被造物のすべては神から離れては、一切完成された状態にはなく、神

の御手によって完成されたことを私たちはおぼえます。つまり私たちの日々
の生活も主によって完成させられ、聖日に主を礼拝することにより、主から
の祝福をいただき、私たちは新しい週を主によって始めるのです。そのよう
にして主を礼拝する生涯は、最後に主によって完成を見るのです。もし私た
ちが主を信じず、主を礼拝しない日々を送るなら、それは自分の力ですべて
のものを完成させようとするに等しいと言えます。私たちは神様を抜きにし
て何を成し遂げることができるでしょうか。むしろ、神様に頼らないでは、
何もできず、何者でもないことをおぼえて、謙遜に主を礼拝し、主の祝福に
よって歩める幸いと主がなすべき務めを果たさせてくださる感謝をもって
日々歩ませていただきたいと思わされます。 
 
 
２月８日（日）主日礼拝レジュメ 
「私たちの顔は輝いているか」 使徒の働き６章８～１５節 

 
ステパノという使徒ではない者に対する迫害が起こった。 
 

① マタイの福音書２６章６０節では「多くの偽証人が出て来たが、証拠は
得られなかった。」 
 

５節に名前が記されているステパノは、食卓のことに仕えるために選ばれ
た七名のうちの一人だった。それだけにとどまらず、ステパノは 8 節「人々
の間で大いなる不思議としるしを行っていました。」使徒の働き２章２２～
２４節を見れば、それはイエスがなされたことであり、また使徒の働き２章
４３節を見れば、それは使徒たちが行っていたことだった。それらのことを
ステパノもまた行っていた。ステパノがそのようなことができた理由は、8
節「恵みと力に満ち」３節「御霊と知恵に満ち」５節「信仰と聖霊に満ち」
ていたから。８節の力は聖霊から来た力と言える。 



② 使徒の働き１章８節「しかし、聖霊があなたがたの上に臨むとき、あな
たがたは力を受けます。」 
 

「恵みに満ち」とあるが、恵みとは、ステパノが人々の間で大いなる不思
議としるしを行えるように御霊と知恵とに満ちた者、信仰と聖霊に満ちた者
として用いられたことを意味する。 

 
9 節のリベルテンとは、紀元前６３年に共和政ローマのグナエウス・ポン

ペイウスがハスモン朝ユダヤのエルサレムに対して回りを包囲して攻めよう
とした。ハスモン王朝の内紛の中でポンペイウスはエルサレムを陥落させ、
ユダヤは実質的にローマの属国となった。その時にポンペイウスにより捕え
られ、奴隷とされていた人たちは、後になって解放され、その人たちの子孫
のこと。それだけではなく、クレネ人（北アフリカ）、アレクサンドリア人
（エジプト）、またキリキヤ（地中海の北東の地域）やアジアから人々など
様々な所から来た人々がいました。彼らは、わざわざエルサレムの会堂まで
出向いていたのかもしれません。この人たちが立ち上がって、ステパノと議
論しようとした。しかし、彼らはステパノが語る時の知恵と御霊に対抗する
ことができませんでした。そして、これは 

 
③ ルカの福音書２１章１２～１５節「しかし、これらのことすべてが起こ
る前に、人々はあなたがたに手をかけて迫害し、会堂や牢に引き渡し、わた
しの名のために、あなたがたを王たちや総督たちの前に引き出します。それ
は、あなたがたにとって証しをする機会となります。ですから、どう弁明す
るかは、あらかじめ考えない、と心に決めておきなさい。あなたがたに反対
するどんな人も、対抗したり反論したりできないことばと知恵を、わたしが
与えるからです。」との約束の成就。 
 

ステパノの語る時の知恵と御霊に対抗できないと考えた人たちは、ある人

たちをそそのかし、「私たちは、彼がモーセと神を冒涜することばを語るの
を聞いた。」と言わせた。１３節「この人は、この聖なる所と律法に逆らう
ことばを語るのをやめません。」１４節で『あのナザレ人イエスは、この聖
なる所を壊し、モーセが私たちに伝えた慣習を変える』と彼が言うのを聞き
ました。」というのは、ヨハネの福音書２章１９～２２節のことを指してい
ると思われる。モーセが私たちに伝えた慣習を変えるというのは、その大切
な律法をないがしろにし、聖なる所を壊すというのは、神のおられる会堂を
ないがしろにすることこそ、まさにモーセと神とを冒涜していると考えたの
だろう。 
 

１５節「最高法院で席に着いていた人々が、みなステパノに目を注ぐと」
とあり、何か言えばそれに対して言葉尻をとらえて、さらに有罪の証拠とな
るようなものを得ようという思いがあったのかもしれない。すると「彼の顔
は御使いの顔のように見えた。」とある。ステパノの内にあるものが顔に現
れたのだろう。最高法院を構成するユダヤ人たちを前にしても決してステパ
ノは不安になってうろたえたり、彼らを恐れたりすることが決してなかった
ので、彼の心は平安と確信に満ちていた。次に、信仰と聖霊に満ちていたス
テパノは、みことばを通しての聖霊による励ましと慰めがあった。また聖霊
の与える内なる喜びと感謝にあふれていた。そして、主の栄光を彼は反映し
ていた。栄光とは、主の聖さ、主の義、主の恵み、主のいつくしみ、主の
愛、そのような主ご自身の様々な現れを彼の顔が反映していた。 

 
危機的状況に置かれた時に、しかも思いがけないかたちで、最悪のかたち

で、こんなはずではなかったと思うようなかたちで、困難に襲われた時に、
私たちの信仰の真価が問われ、私たちの信仰がどのようなものであるかが現
れる。どんな状況でも決して慌てたり、不安にならず、平安と確信に満ち、
感謝と喜びに満たされているだろうか。私たちの顔は、その姿は主の栄光を
現しているだろうか。 
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